
関係人口 1,000万人協働促進事業（下期）採択事業一覧 

  

県内のボランティア団体等が他の団体、自治振興会、企業等と協働し、それぞれの特色や強

みを生かして県内の課題解決を図る事業に対して支援する「関係人口 1,000万人協働促進事業」

の採択事業を決定いたしました。 

 

上期募集期間：令和６年７月１日（月）～令和６年７月 26日（金） 

 

■広域交流事業 

 事業者 事  業 内 容 

１ 

Uozu Youth Energy 

Generalists 

代表 宮本 晃裕 

「Uozu Youth Energy Generalists（魚津市）」が「ラストエリクサーウインド

オーケストラ（大阪府）」と協働して、全国各地のゲーム音楽演奏楽団に参加を呼

びかけ、日本初の「全国のゲーム音楽演奏楽団」による合同演奏会を開催する。 

２ 
アミザーデ実行委員会 

代表 岡島 幸子 

「アミザーデ実行委員会(富山市)」が「有限会社サンフット企画(千葉県)」と協

働して、障がいの有無、年齢、性別、経験の有無、国籍に関係なく全ての人がス

ポーツ（サッカー）を楽しめる大会を開催する。 

３ 

NPO 法人元気やネッ

ト 

代表 岡村 祥子 

「NPO法人元気やネット(射水市)」が「Ribbon Foot(石川県)」と協働して、富

山県では砺波市チューリップ四季館、若鶴酒造－竈炭三郎、南砺市相倉合掌造り、

石川県では金沢市ひがし茶屋街、石川県立美術館等の金沢市内３～４箇所で美し

く歩く映像を撮影し、SNS やケーブルテレビ等を通じて日本や世界に発信する。

北陸として全国にPRすることを目指す。 

 

■ワカモノ活動促進事業  

 事業者 事  業 内 容 

１ 

NPO 法人立山クラフ

ト舎 

代表 佐藤 みどり 

「NPO法人立山クラフト舎（立山町）」が「富山県立雄山高校（立山町）」と協

働して、立山総合公園に隣接する放置竹林の竹を活用し、竹のアートオブジェを

製作することで、若い力と立山町の住民に活力を与え、調和のとれた循環してい

く社会づくりに取り組む。 

２ 

一般社団法人富山県若

者生きづらさ寄りそい

ネットワーク協議会 

代表 酒井 誠 

「一般社団法人富山県若者生きづらさ寄りそいネットワーク協議会(富山市)」

が「学生有志の会(射水市)」と協働して、民間も含めた居場所や相談窓口をマッ

プにまとめ、活用することで居場所間や支援者間の連携および官民連携が促進さ

れ、重層的な支援につながり、もって共生型社会の実現に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■県民協働活躍事業  

 事業者 事  業 内 容 

１ 

NGO ダイバーシティ

とやま 

代表 宮田 妙子 

「NGOダイバーシティとやま(射水市)」が「富山県自閉症協会(富山市)」と協

働して、避難所において配慮が必要なマイノリティの人たちが過ごしやすい避難

所運営を考えることで、有事にも人権に配慮したウェルビーイングな富山を目指

す。 

２ 

一般社団法人ガールス

カウト富山県連盟 

代表 中井 奈津子 

「一般社団法人ガールスカウト富山県連盟（富山市）」と「富山県行政相談女性

懇話会（富山市）」と協働して、少女や女性が社会全体の問題に気づき、自分の声

を社会に届けられるようにするために、研修を通して役立つ手法を身につける。

また身近なコミュニティの現状の課題・解決事例・方法を学び、より良い社会に

向けて行動する原動力を得る。 

３ 

NPO 法人 RACDA 高

岡 

代表 小神 哲夫 

「NPO法人RACDA高岡（高岡市）」と「しかんじ棚田を護る会（南砺市）」

と協働して、富山県西部の中山間地域・市街地・海岸部を城端線・氷見線・万葉

線で往来することで、各地が持つ価値とその課題を知り、富山県西部の地域交流

の拡大を図り、各地のまちづくり・にぎわいづくりにつなげる。 

 


